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2013 年、第 2 回「瀬戸内国際芸術祭 2013」が開催され、
本学でも香川県坂出市沙弥島を会場とする「沙弥島アートプ
ロジェクト by 神戸芸術工科大学」として参加した。この












‘Shamijima Art Project by Kobe Design University’ was 
held as a part of Setouchi Triennale 2013 Spring term (20th 
March to 21st April 2013). Complete works of the spring 
term project were reported on bulletin of last year ‘2013’. 
Since then the project was continued under the subvention 
of the University. 
In the summer term of the Trinnale, some member of 
research inspect the another area of Setouchi and consider 
the way of community formation by arts or architectural 
design. 
In autumn, we planned a second exhibition and workshop 
titled ‘we remember the Shamijima’.  The main subject of  
the show is retrospect of spring term project. But then two 
particular programs are executed. ‘Possible futures Sakaide’ 
show the fictional cityscape. These works are represented 
by high-school students of Sakaide city. At the workshop for 
children, salt and shell of Shami-beach is the matter. 

















































１）芸術祭春季期間（3 月 20 日～4 月 21 日） 
春季に開催された「沙弥島アートプロジェクト by 神戸
芸術工科大学」については、昨年度紀要「芸術工学 2013」
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それぞれの方法で地域とコミュニケーションを形成して
いたことを知る事ができた。 
３）芸術祭秋季期間（10 月 5 日～11 月 4 日） 


































3-3「もう一つの都市 possible futures Sakaide」 
 市内の坂出高校、坂出商業高校の写真部と共同した写真
作品展である。実際の市内の風景写真をもとに、未来の坂
出市を空想してフォトレタッチソフトを使用して架空の
都市を表現したものである。実現性は問わなかったため、
船が空を飛んだり、街並を動物園に変えたりと、自由な発
想でつくられた。また、制作の過程では高校生を本学に招
いて作業を行い、神戸の港・海を見学することで発想の幅
を広げることとなった。このプロジェクトは藤山が担当。 
 
 
 
 
 
 
3-4「塩で貝をつくろう！」 
 地域の子供たちを対象としたワークショップで、大畑が
担当した。貝殻を型枠に、塩を成型したオブジェをつくり、
それをまた海に帰した。海の価値を考えてもらうきっかけ
になれば、という意図である。 
 
 
 
 
 
 
今後の研究について 
 今回の研究（制作）では、プロジェクト期間中でのコミ
ュニティ形成については一定の成果を出したと考えてい
る。ただしこれを定常化するためには、継続的なプロジェ
クトの運用が必須とも理解している。そのため 2014 年度
も新たなプロジェクトを準備している。実はここに掲載し
た図版は「沙弥島アートプロジェクト by 神戸芸術工科大
学」Facebook のページから再掲したものである。これま
での活動、今後の実践についてはこの Facebook も参考に
していただきたい。 
